
２

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、
真
の
豊
か
さ
を

　

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

■
平
成
17
年
度
・
18
年
度
の
２
か
年
で
『
筑
西
市
総
合
計
画
』
を
策
定
し
ま
す

　
『
筑
西
市
総
合
計
画
』
の
策
定
に

あ
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、『
市
民
ま

ち
づ
く
り
会
議
』
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
＝
①
健
康
・
福
祉　

②
都
市
・
環
境　

③
教
育
・
文
化

④
産
業
・
観
光　

⑤
住
民
・
自
治

▼
日
程
＝
平
成
18
年
１
月
〜
、
月

１
回
（
全
５
回
程
度
）、
テ
ー
マ

別
に
会
議
を
行
い
ま
す
。（
会
議

は
平
日
昼
に
開
催
予
定
）

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
で
き
る
人
）

▼
募
集
人
数
＝
各
テ
ー
マ
20
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
し
込
み
＝
住
所
（
連
絡
先
）、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

職
業
（
ま
た
は
勤
務
先
）、
ま
ち

づ
く
り
会
議
で
話
し
合
い
た
い
こ

と
（
参
加
を
希
望
す
る
テ
ー
マ
、

１
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
、
12

月
28
日
（
水
）
ま
で
に
市
企
画
課

へ
。
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
も
可
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
企
画
課
企
画
調
整
係

　

内
線
４
８
４

　

FAX
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３

　

E-m
ail kikaku@

city.chikusei.lg.jp  

『
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
』

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、
真
の
豊
か
さ
を

　

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

平
成
17
年
３
月
28
日
、
下
館
市
、
関
城
町
、

明
野
町
、
協
和
町
の
４
つ
の
地
域
が
合
併
し
、

私
た
ち
の
筑
西
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
筑
西
市

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
豊
か

な
自
然
を
活
か
し
、
だ
れ
も
が
安
全
で
快
適
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
『
筑
西
市
総
合
計
画
』
を
策
定

し
ま
す
。

市　長 総合振興審議会筑西市議会

筑西市総合計画策定体制

　

筑
西
市
総
合
計
画
は
、
地
方
分
権

時
代
に
対
応
し
、
将
来
を
見
通
し

た
筑
西
市
の
基
本
指
針
と
す
る
た

め
、
平
成
17
年
度
・
18
年
度
の
２
か

年
で
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、『
積
極
的
な
市
民
参
画
』
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
計
画
づ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
を
特
色
に
、
地
域
の
魅
力

が
活
か
さ
れ
、
だ
れ
も
が
安
心
・
安

全
に
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
実
効
性
の
あ

る
計
画
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

筑
西
市
総
合
計
画
は
、
概
ね
10
年

後
を
目
標
と
し
た
筑
西
市
の
将
来

像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
定
め
る

『
基
本
構
想
』、
前
期
５
年
を
目
標
と

し
、
基
本
構
想
実
現
の
た
め
の
部
門

別
の
施
策
を
定
め
る
『
基
本
計
画
』

に
よ
り
構
成
し
ま
す
。

○
平
成
17
年
度

　

現
況
・
課
題
の
把
握
と
と
も
に
、

庁
内
会
議
、
市
民
ま
ち
づ
く
り
会

議
、
市
民
地
域
づ
く
り
会
議
等
を
順

次
進
め
、
都
市
基
本
政
策
（
基
本
構

想
案
）
を
検
討
し
ま
す
。

○
平
成
18
年
度

　

基
本
政
策
に
基
づ
き
、基
本
構
想
・

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
、
総
合
振

興
審
議
会
の
諮
問
・
答
申
を
経
て
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

諮問

答申

市民まちづくり会議

市民地域づくり会議

住民懇談会

その他の市民参加

テーマごとに市全体の政策課
題を協議し、提案報告書を作
成する。
■健康・福祉、都市・環境、教育・
文化、産業・観光、住民・自治
の５部会各20人　計100人

ワークショップ形式で各地区
の地域づくりの方向性を協
議・提案する。
■７中学校区各 20人
　計 140人

中学校区ごとに開催し、広く
住民の意見を聴く。

○市民アンケート調査
○各種団体ヒアリング
○まちづくりフォーラム
○パブリックコメント等

【市民参加】

各課職員
○基本計画（一次案）の作成
　ワーキングチームとの連携

ワーキングチーム員
基本計画案を作成する。
○課内、部内の連絡調整
○各施策の草案に対する協議、　
　意見の取りまとめ等
■係長 90人程度

政策検討委員会・拡大事務局
都市基本政策（基本構想案）作成、
基本計画案の整合をとる。
○市民まちづくり会議運営
○市民地域づくり会議運営
○策定委員会、ワーキングチーム
　との連携
■次長及び課長 50人程度

総合計画策定委員会
計画策定の意思決定機関として、
基本構想案・基本計画案を検討・
調整し、決定する。
■助役及び各部長　計 19人

【庁内体制】

提案

議決



　

合
併
に
よ
り
旧
下
館
市
休
日
応
急
診
療
所

（
対
象
＝
旧
下
館
市
と
旧
関
城
町
）
が
筑
西

市
休
日
応
急
診
療
所
（
対
象
＝
下
館
地
域
・

関
城
地
域
・
明
野
地
域
・
協
和
地
域
）
と
な

り
ま
し
た
。
休
日
や
年
末
年
始
等
の
一
時
診

療
や
応
急
診
療
を
、
内
科
系
医
師
１
人

（
小
児
科
含
む
）、
外
科
系
医
師
１
人
、

看
護
師
２
人
、
事
務
１
人
の
５
人
体
制

で
従
事
し
て
い
ま
す
。
合
併
前
ま
で
は

利
用
の
少
な
か
っ
た
明
野
・
協
和
地
域

の
人
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
診
療
日
＝
休
日
、
祝
日
、
年
末
・
年

始（
12
月
31
日〔
土
〕〜
１
月
３
日〔
火
〕）

■
受
付
時
間 

＝
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

 

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
＝ 

市
下
館
保
健
セ
ン
タ
ー
内

（
小
林
３
５
５
、
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
隣
）

■
電
話
＝
24
　　

２
２
６
６

■
必
要
品
＝
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
＊
通
常
の
診
療
（
日
曜
・

祝
日
）
は
１
月
８
日
（
日
）
か
ら
開
始

　

容
態
が
急
変
し
や
す
い
子
ど
も
を
専

門
に
診
察
す
る
救
急
医
療
施
設
で
す
。

■
診
療
病
院
＝
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
病
院

■
場
所
＝
つ
く
ば
市
天
久
保
１

３

１

■
電
話
＝
０
２
９

８
５
１

３
５
１
１  

■
診
療
時
間 

●
準
夜
勤
（
毎
日
）
＝
午

後
６
時
〜
10
時（
受
付
は
午
後
９
時
ま
で
） 

●
日
曜
、
祝
日
、
年
末
・
年
始
（
12
月
31

日
〔
土
〕
〜
１
月
３
日
〔
火
〕）
＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

＊ 

事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
＊ 

交
通
事
故
・
ケ
ガ
な
ど
の
外

傷
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

し
ま
す
。

休
日
等
の
診
療
は

休
日
応
急
診
療
所

　
　
　
　
　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

筑西市休日応急診療所（下館保健センター内）

小
児
救
急
医
療

年
末
年
始
の
診
察
は
12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日
（
火
）

明
野
・
協
和
地
域
の
人
も

利
用
で
き
ま
す

過去５年間の旧下館市休日応急診療所診療状況

３


